
　
平

成
２

６
年

９
月

３
０

日
(火

)、
小

林
地

区
交

通
安

全
協

会
に

て
、

平
成

２
６

年
度

交
通

安
全

優
良

者
に

対
す

る
表

彰
式

が
行

わ
れ

、
須

木
区

か
ら

、
９

名
の

方
が

表
彰

さ
れ

ま
し

た
。

【
敬

称
略

】
 （

全
日

本
交

通
安

全
協

会
長

表
彰

）
　

＊
交

通
安

全
功

労
者

表
彰

　
　

　
　

【
横

山
　

章
司

】
　

＊
優

良
運

転
者

表
彰

　
　

　
　

　
　

【
安

竹
　

茂
見

】

 （
宮

崎
県

警
察

本
部

長
・

宮
崎

県
交

通
安

全
協

会
長

連
名

表
彰

）
　

＊
優

良
運

転
者

表
彰

　
　

　
　

　
　

【
佐

々
木

　
利

雄
】

 （
小

林
警

察
署

長
・

小
林

地
区

交
通

安
全

協
会

長
連

名
表

彰
）

　
＊

優
良

運
転

者
表

彰
　

　
　

　
　

　
【

安
竹

　
絶

子
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

福
留

　
　

勉
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

有
木

　
鈴

子
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

綿
引

　
　

望
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

岩
下

　
弓

美
】

 （
小

林
警

察
署

長
・

安
全

運
転

管
理

者
等

協
議

会
長

連
名

表
彰

）
　

＊
優

良
安

全
運

転
管

理
者

表
彰

　
　

【
八

重
尾

　
勝

郎
】

編
集

発
行

／
小

林
市

須
木

庁
舎

地
域

振
興

課
　

　
〒

8
8
6
-
0
1
9
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須
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５

７
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.
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.
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Ｃ
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自 分 ら し さ っ て な ん だ ろ う ？

自 分 を 知 る っ て 、 お も し ろ

い ！

～
 児
童
書
 ～

　 『 ぼ く の ニ セ モ ノ を

　 　 　 　 　 　 　 つ く る に は 』

　 　 　 作 ・ ヨ シ タ ケ  シ ン ス ケ

～
 一
般
書
 ～

大 人 気 ・ 人 情 捕 物 帖

髪 結 い 伊 三 次 捕 物 余 話 シ

リ ー ズ

『 昨 日 の ま こ と 、 今 日 の う そ 』

著 ・ 宇 江 佐 　 真 理

須 木 分 館 の 旬 な 情 報 や

話 題 を お 届 け し ま す 。

～ お す す め 本 の 紹 介 ～

＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で き

ま す ＊

【 お 問 合 せ 】 　 須 木 分 館

　 　 　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

　
野

尻
と

内
山

を
結

ぶ
、

野
尻

町
福

祉
バ

ス
「

内
山

線
」

が
開

通
し

ま
し

た
。

　
平

成
２

６
年

１
０

月
３

日
（

金
）

、
内

山
地

区
の

住
民

や
バ

ス
関

係
者

ら
３

０
人

が
見

守
る

中
、

長
谷

原
停

留
所

で
開

通
式

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

関
係

者
を

代
表

し
て

井
上

須
木

総
合

支
所

長
が

「
人

と
人

を
つ

な
ぐ

だ
け

で
な

く
、

地
域

と
地

域
を

つ
な

ぐ
公

共
交

通
と

し
て

、
地

域
の

振
興

に
大

き
く

貢
献

す
る

も
の

と
期

待
し

ま
す

。
」

と
あ

い
さ

つ
し

ま
し

た
。

　
今

後
、

毎
週

金
曜

日
、

午
前

中
往

復
１

便
運

行
し

ま
す

。



　 　

　
須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

す
る

「
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

以
下

、
９

月
２

５
日

（
木

）
に

行
わ

れ
た

地
域

協
議

会
の

主
な

内
容

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。

（
１

）
小

林
市

地
域

活
性

化
交

付
金

事
業

の
審

議
に

つ
い

て
　

申
請

団
体

：
内

山
ほ

ぜ
祭

り
実

行
委

員
会

　
事

業
名

：
内

山
ほ

ぜ
祭

り
　

５
月

の
地

域
協

議
会

で
申

請
が

あ
っ

た
事

業
で

す
が

、
こ

れ
ま

で
継

続
審

議
と

な
っ

て
お

り
、

今
回

、
内

容
等

を
修

正
さ

れ
た

も
の

が
協

議
さ

れ
、

承
認

さ
れ

ま
し

た
（

交
付

金
額

：
1
0
万

円
）

（
２

）
社

会
復

帰
促

進
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
　

委
員

か
ら

様
々

な
意

見
が

出
さ

れ
ま

し
た

が
、

小
林

市
全

体
に

影
響

す
る

こ
と

で
あ

る
た

め
、

今
回

出
さ

れ
た

意
見

を
ま

と
め

、
市

長
へ

提
出

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
（

３
）

地
域

協
議

会
と

し
て

今
後

重
点

的
に

取
組

む
課

題
に

つ
い

て
　

今
後

重
点

的
に

取
組

む
課

題
の

一
つ

と
し

て
「

小
中

学
校

の
児

童
・

生
徒

数
の

動
向

に
つ

い
て

」
が

上
げ

ら
れ

て
お

り
、

学
校

側
と

の
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
よ

う
前

回
の

協
議

会
で

出
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
、

学
校

側
の

意
向

も
あ

る
た

め
、

時
期

を
改

め
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
（

４
）

 小
中

学
校

の
改

築
に

つ
い

て
　

市
が

年
次

的
に

実
施

し
て

い
る

小
中

学
校

の
改

築
に

つ
い

て
、

須
木

地
区

の
予

定
に

つ
い

て
質

問
が

あ
り

、
事

務
局

で
確

認
し

次
回

の
協

議
会

で
説

明
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

（
５

）
「

須
木

ま
る

ご
と

売
込

み
隊

」
に

つ
い

て
 　

前
回

の
協

議
会

で
承

認
さ

れ
た

「
須

木
ま

る
ご

と
売

込
み

隊
」

に
つ

い
て

、
第

1
回

目
の

活
動

内
容

を
事

務
局

が
説

明
し

ま
し

た
。

（
６

）
過

疎
債

・
合

併
特

例
債

に
つ

い
て

　
こ

れ
ま

で
の

実
績

の
説

明
を

す
る

よ
う

意
見

が
出

さ
れ

、
今

後
の

協
議

会
で

説
明

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。

今
後

も
、

須
木

地
区

の
活

性
化

の
た

め
に

協
議

を
進

め
て

参
り

ま
す

。
ご

意
見

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
地

域
振

興
課

（
℡

4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　
平

成
２

６
年

１
１

月
１

２
日

（
水

）
須

木
総

合
支

所
に

献
血

バ
ス

が
き

ま
す

。
１

日
献

血
バ

ス
１

台
あ

た
り

、
４

０
０

ｍ
ｌ

献
血

で
5
0
名

の
協

力
が

必
要

で
す

。
　

【
献

血
時

間
】

１
５

：
３

０
～

１
６

：
３

０

』
や

。
～

　
で

あ
い

ん
そ

会
は

毎
月

第
三

水
曜

日
に

、
民

生
員

や
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

ご
支

援
を

頂
き

な
が

ら
、

一
人

暮
ら

し
の

方
や

地
域

活
動

に
消

極
的

な
方

々
の

出
会

い
の

場
と

し
て

、
旧

茶
の

ん
村

（
旧

社
協

）
に

て
、

状
況

把
握

や
話

相
手

を
し

て
い

ま
す

。
　

今
回

は
、

須
木

中
央

保
育

園
の

園
児

達
に

よ
る

歌
や

ダ
ン

ス
が

あ
り

、
参

加
者

も
大

い
に

喜
ん

で
い

ま
し

た
。

　
小

林
市

社
会

福
祉

協
議

会
須

木
支

所
の

植
村

支
所

長
は

「
今

後
も

交
通

事
故

、
振

り
込

め
詐

欺
、

盗
難

の
予

防
対

策
な

ど
身

近
な

課
題

を
取

り
上

げ
た

り
、

健
康

維
持

の
太

極
拳

の
実

技
や

市
の

健
康

ポ
イ

ン
ト

制
度

な
ど

を
紹

介
し

て
い

き
た

い
。

」
と

話
さ

れ
ま

し
た

。
　

今
後

も
様

々
な

部
門

の
応

援
を

頂
き

、
開

催
し

て
い

き
ま

す
の

で
、

ご
近

所
お

誘
い

あ
わ

せ
の

上
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

　
す

き
む

ら
ん

ど
宿

泊
施

設
か

や
ぶ

き
の

宿
「

か
る

か
や

」
で

は
、

平
成

２
７

年
３

月
６

日
ま

で
の

間
、

茅
葺

屋
根

葺
替

え
工

事
を

実
施

し
ま

す
。

　
平

成
５

年
に

古
民

家
が

移
築

さ
れ

、
営

業
ス

タ
ー

ト
し

て
か

ら
約

２
２

年
が

経
過

し
、

老
朽

化
に

よ
る

損
傷

が
激

し
い

事
か

ら
、

施
設

利
用

者
か

ら
多

く
の

屋
根

改
修

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
　

今
回

の
葺

替
え

工
事

は
、

昔
か

ら
伝

わ
る

伝
統

的
な

茅
葺

工
法

を
用

い
て

、
専

門
の

職
人

さ
ん

が
丁

寧
に

茅
葺

き
屋

根
を

仕
上

げ
て

い
き

ま
す

。
　

ま
た

、
施

設
内

装
改

修
も

併
せ

て
実

施
さ

れ
て

お
り

、
１

２
月

に
は

、
須

木
小

学
校

児
童

や
県

内
の

お
客

様
と

の
茅

葺
体

験
型

交
流

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
活

動
も

行
わ

れ
ま

す
。

　
来

年
度

の
工

事
完

成
に

向
け

て
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

の
計

画
も

さ
れ

て
お

り
、

今
後

の
か

る
か

や
利

用
者

数
の

増
加

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

　
今

年
度

は
、

３
棟

の
屋

根
葺

替
え

工
事

が
実

施
さ

れ
ま

す
の

で
、

興
味

の
あ

る
方

は
、

ぜ
ひ

見
学

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

氏
名

：
 勝

本
　

哲
也

（
か

つ
も

と
　

て
つ

や
）

出
身

：
 京

都
府

京
都

市
趣

味
：

 キ
ャ

ン
プ

、
島

旅
、

釣
り

、
菜

園
在

住
地

区
：

永
田

地
区

【
今

後
の

抱
負

】
　

1
0
月

1
日

付
け

で
、

「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
」

と
し

て
須

木
庁

舎
地

域
振

興
課

に
着

任
し

ま
し

た
。

　
須

木
地

区
の

活
性

化
と

と
も

に
、

私
自

身
の

定
住

に
向

け
て

も
活

動
し

て
い

き
ま

す
。

　
早

速
、

秋
の

イ
ベ

ン
ト

出
店

な
ど

に
加

え
て

、
ニ

ホ
ン

ミ
ツ

バ
チ

の
採

蜜
や

鹿
の

解
体

見
学

と
い

っ
た

、
野

性
味

あ
ふ

れ
る

体
験

も
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
　

山
里

な
ら

で
は

の
地

域
資

源
を

再
発

見
し

、
須

木
の

魅
力

を
広

く
発

信
で

き
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
特

に
、

農
と

食
を

活
か

し
て

新
し

い
可

能
性

を
見

出
す

こ
と

に
関

心
を

持
っ

て
い

ま
す

。
　

ま
ず

は
、

地
域

を
良

く
知

り
、

幅
広

く
人

と
会

い
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

の
で

、
こ

の
顔

を
見

か
け

た
ら

声
を

掛
け

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

！

　
１

０
月

１
８

日
（

土
）

、
福

岡
県

の
吉

塚
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
に

て
、

須
木

ま
る

ご
と

売
り

込
み

隊
が

物
産

販
売

を
行

い
ま

し
た

。
　

こ
の

日
は

、
熊

本
県

の
ゆ

る
キ

ャ
ラ

「
く

ま
も

ん
」

も
登

場
し

、
吉

塚
商

店
街

は
大

勢
の

来
場

者
で

賑
わ

い
ま

し
た

。
　

　
１

０
月

１
８

日
(土

）
・

１
９

日
（

土
）

、
第

４
１

回
高

原
ラ

イ
オ

ン
ズ

少
年

野
球

大
会

が
高

原
町

中
央

運
動

公
園

で
開

催
さ

れ
、

１
５

チ
ー

ム
の

中
、

見
事

３
位

の
成

績
を

残
し

ま
し

た
。

　
冨

永
圭

一
監

督
は

、
「

６
年

生
を

中
心

に
選

手
が

一
丸

と
な

っ
て

頑
張

っ
て

く
れ

ま
し

た
。

最
後

の
大

会
で

最
高

の
結

果
を

出
し

た
選

手
達

に
感

謝
し

た
い

。
」

と
話

さ
れ

ま
し

た
。

　
今

大
会

は
惜

し
く

も
優

勝
を

逃
し

ま
し

た
が

、
今

後
の

野
球

部
の

活
躍

に
期

待
し

て
い

ま
す

。

　
1
0
月

7
日

(火
）

、
小

林
友

愛
ク

ラ
ブ

ス
ポ

ー
ツ

大
会

が
小

林
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
　

須
木

地
区

か
ら

も
多

く
の

会
員

が
参

加
し

、
自

慢
の

健
脚

、
息

の
あ

っ
た

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
披

露
し

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
2
位

以
下

を
大

き
く

突
き

放
す

成
績

で
、

見
事

優
勝

を
果

た
し

ま
し

た
。

　
他

団
を

圧
倒

す
る

近
年

ま
れ

に
見

る
活

躍
に

、
お

し
み

な
い

拍
手

が
送

ら
れ

ま
し

た
。


